
① 何ができるようになるか (育成を目指す資質・能力) 

〈行動力〉
舞台芸術をフィールドにしたアクティブな体験によって、子供の頃から芸術

への楽しみや親しみを見出すことで好奇心を刺激し、仲間との交流の機会、生

活意欲の増進やクオリティオブライフ(QOL:生活の質・個々の人生の充実)を向
上させ、自ら行動する力へとつなげていきます。

② 何を学ぶか (学ぶ意識) 

〈ノンバーバルコミュニケーション〉
ノンバーバルコミュニケーションは、その場のコミュニケーションの円滑化、

信頼関係の構築に有効です。相手との間合いや距離感によって、よりよい関係

性を築くことができます。身振り手振り、表現、話し方などによって意思や考
えを伝えることが、ノンバーバルコミュニケーションになります。

こうした微妙で繊細なニュアンスについて、プロの非言語コミュニケーショ
ン力をお手本にしながら表現することを学びます。

③ どのように学ぶか (指導計画と実施) 

「体にスイッチ」、「空間にスイッチ」の実施内容(計画)をご参照ください。

④ 子供一人一人の発達をどのように支援するか (子供の発達を踏まえた指導) 

〈共感力〉
ノンバーバルなメッセージは状況の理解を助ける点において成長にばらつき

のある環境に有効です。様々な価値観の違いを認め合い、時には言語や文化の
違いをも超えて友好的な関係を創り出すことができます。また、共感し合う関

係性が生み出されるのも特徴です。集団活動の苦手な子供のパーフォーマンス
に、友だちや先生たちがびっくりさせられるなど、共感する力は様々なドラマ

を生み出します。
 

⑤ 何が身に付いたか (学習評価の基準) 

〈表現力〉
表現力向上の妨げになる原因には、心に余裕がない、自己否定、先入観が強

い、不安感、自分以外に無関心、覚悟の無さ、認知がかたよりがち、などが挙

げられ、表現力を磨くにも磨けないジレンマに陥りやすいと考えられます。
パフォーマンスの成功体験は、このようなジレンマや生きづらさを解消し、コ

ミュニケーション能力、自己管理力、メンタルタフネス、思考の柔軟性、余裕、
覚悟、勇気、など、困難な場面でも生き抜く力を培うことができます。感想を

言い合う・感想文を書くことによって、成功体験の喜びを再確認し、その人が
その人らしく生きていく力へとつなげていきます。

舞台芸術等総合支援事業(学校巡回公演) 
主催:独立行政法人日本芸術文化振興会

カリキュラムマネジメント

自分の中に眠る可能性の宝を探し続けていく元気と意気込みを !
「これが好き !」を見つけて、とことん楽しむ !



体 に ス イ ッ チ
ワークショップ：ペットボトルダンス 公演：児童・生徒の共演、参加・体験の形態

〈カリマネ制作チーム〉

川野眞子・・・・舞台芸術体験・鑑賞プログラム、カリキュラムの制作、指導員の養成・派遣。

学校巡回公演のワークショップ講師、舞台解説。

戸田裕美子・・・教育番組のディレクターを15年務め、2023年SDGsプロジェクトのメンバーとしても活動。

矢野光一・・・・米国ペンシルバニア州立カッツタウン大学にて舞台芸術を専攻。中高生体育教育課程を修了。

東京インターナショナルスクールにて主にダンス指導を体育授業や演劇授業にて実施。

水島晃太郎・・・筑波大学大学院人間総合科学研究科体育学専攻修了。

現役ダンサーとして活動しながら大学ダンス部への指導や学会でのワークショップを行う。

国枝昌人・・・・横浜国立大学 教育人間科学部 教科教育コース(美術専攻) 卒業。
2021年より東京工芸大学 舞踊クラス 非常勤教育支援員を務める。

みながわはるか・・公認心理師。文学研究科心理学専攻修士課程修了。

空 間 に ス イ ッ チ

※ 500mlのペットボトルに水を３分の１入れて使います。

ナチュラルダンステアトルの生きる力

ナチュラルダンステアトルは、すべての人々が一律に芸術による刺激を得られるようにすることを理念に、

想像力豊かな舞台を創出し、舞台を見る喜びを提供することで、人々の暮らしの充実に貢献することを使命とし
ています。よりよい舞台を公平かつ安定的に保証するために2008年より学校巡回公演を実施しています。

子供たちに自分の人生や社会のあり方に結びつけながら作品への理解を深めてもらうことを大切にしています。

答えが一つじゃないのが芸術のよいところです。お互いの違いを認め合い、お互いに尊重し合う、豊かな経験
は、その人がその人らしく生きていく力につながると信じています。

学校巡回公演は、ワークショップと公演の２回に分けて実施する出張型の公益事業です。

事業実施にかかる学校の経費負担はありません。


